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　母子保健法の規定により、国が公費で実施するように
定めているのは、1歳6か月健診と3歳健診である。ただ
し、多くの自治体において、それに加えて、3～4か月健診、
6～7か月健診、9～10か月健診についても、公費助成のも
とで行われている。保健所で、集団健診として行われる
か、地域の小児科にて個別に実施するかについては、地
域によって異なっている。集団健診においては、医師の
他、歯科医師、保健師、栄養士、心理士等の多職種が、
保護者と子どもにかかわることができ、より、多角的に健
診をおこなうことができる一方で、流れ作業的になり結
果的に医師との接触時間が短くなることも生じがちであ
り、また、健診後の多職種のミーティングに医師が参加
できず、各スタッフ同士でのコミュニケーションが十分に
とれているとは言い難いケースもときに生じている。
　各乳幼児健診のなかで、医師の第一の役割は、問診、
身体・発達診察により、児の「障害・問題・異常の有無」
を評価し、「健康管理・疾病スクリーニング」を実施する
ことである。「疾病スクリーニング」については、「改定
版乳幼児健康診査身体診察マニュアル」をはじめ複数の
ものが、健診を実施する医師むけに出版されておりそれ
らをご参照いただきたい。同時に、医師は、多職種と連
携し、健診の場において、母親をはじめとする保護者の
不安を軽減し子育てをサポートする「子育て支援」の役
割も担っている。
　今回、本学会のように、子どもにかかわる多職種が集
まる貴重な場において、健診に従事する小児科医が乳幼
児健診の診察の場でどのように「子育て支援」をしてい
るかの現場の実例を共有したい。具体的には、各健診に
おいて、小児科医が保護者からよく受ける質問について、
一般の保護者にわかりやすい形でお答えするQ&A集の
一部を提示し、その内容や保護者への支援について、実
際に乳幼児健診にかかわる多職種の方 と々一緒に考えて
いきたい。
　なお、2週間健診、1か月健診については、公的健診で
はなく、児が出生した施設で実施している健診であるが、
この時期の児と保護者についても、保健所の保健師、産
後ケアの助産師看護師をはじめ、多くのスタッフがかか
わる時代であることから、今回、あえて、内容に加えるこ
ととした。

小児歯科の立場からー歯科健診について
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　公的健診において歯科が行うのは、1歳6か月児健診
からで、3歳児健診と共に全国的には主に集団検診が行
われている。（地域によっては個別検診を行っている所も
ある。）そして、その場でよく聞かれる質問に、「歯みがき
を上手にする方法を教えて下さい。」「歯みがきを嫌がる
のですが、楽しく磨くコツはあるのですか？」などがある。
これは鋭敏な口腔内外の感覚を乳児期から大人の指を
入れたり、唇を引っ張ったり、縮めたりする口の体操や
遊びを取り入れるなどして、感覚に慣れさせる必要があ
る。1歳6か月児では後戻りの指導になってしまうため、
生後5～6か月で口遊びを始められるように歯科以外の
健診関係者にお願いしたいことである。適切な時期に適
切な指導や支援が健診関係者の連携で行う必要がある。
また、歯並びに関心を持つ保護者が多いが、不安を抱え
たまま悩むことがないように様子を見る時期を明確に示
してあげる必要も感じている。小児科と小児歯科ばかり
ではなく、栄養士、心理士、看護師、歯科衛生士、保健師
など保健関係者の連携をさらに深めていきたい。
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子どもの育てにくさと歯科健診
－虐待に気づく所見について
宮新美智世
1元東京医科歯科大学小児歯科学・障害者歯科学分野 
2はなここどもの歯のクリニック

　出された場合には、養育者や大人たちの不適切な行為
が子どもに悪い影響を与えた帰結が含まれることがある。
また、見過ごされがちな虐待の芽の早期発見や、問題点を
多職種で検討し、子どもと養育者双方への指導やサポー
トにより育てにくさの軽減を目指すことができる。
　乳幼児期は､乳歯が生えそろうに伴って、かみ合わせが
形成される時期である。したがって､むし歯やケガ（転倒や
衝突による口や歯の外傷）や癖などが、歯や口腔の発育
や機能に影響する年齢でもある。具体的には、乳歯のむし
歯や、歯や口のケガは、後で生え替わる永久歯の形の異常
や歯ならびの異常を生む原因になる。また、食生活の偏り
や貧しさ、不健全な生活習慣の中で生きる子どもには、む
し歯や歯肉炎、口内炎など様々な異常が認められる。そし
て、歯や口腔顔面の問題は保護者にとっても容易に視認
でき、身近な相談内容になりやすい話題も多いため､歯科
医療者との対話は気軽に行いやすい。これらが、育てにく
さに気づき、これを少しずつ解消する糸口にもなりうる。
　歯科健診の問診で把握するのは、子どもの歯科受診歴、
う蝕や歯肉炎、口腔関連の外傷や異常、口腔に関係する
生活習慣の現状（歯みがき、しつけ､食生活）、健康状態、
保護者の意識や生活状況、食べ方上の問題点などである。
そのなかで、いわゆる歯科検診で以下のような項目が育て
にくさに関わる。
①多量の歯垢が歯に付着している。
②多数のむし歯や歯の欠損、極度に悪い歯ならびとこれ
　らの放置
③乳歯の抜ける時期の異常
④歯肉の出血や腫れ、赤み、貧血、口内炎など粘膜の異常
⑤歯の変色
⑥複数回の歯のケガ（歯が欠ける、折れる、ずれる、ぐら
　つく）
⑦歯肉や唇、口角、舌、粘膜、顔面のケガや傷跡（瘢痕、
　火傷、バイトマーク、内出血）
さらに、各種医療者と以下のような情報について共有させ
ていただきたい。
①子どもへの過度のしつけや暴力、甘やかし
②子どものケア、食事、医療への配慮不足
③子どもの複数回のケガ､事故歴、怯えや過度の過敏
④育児上の困難、不安、ゆとりの無さ
⑤問題をかかえる保護者や家族関係（病気、依存症等）
⑥子どもとの親密さの異常、共食の機会が少ない
⑦保護者がスマホから目を離さない、子どもに見せ続ける。
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　集団健診の栄養相談では、食の悩みに気軽に相談で
きる支援者との出会いの場となるため、子育てしながら
の食対応の大変さを理解し、「よくやっているね」「頑張
っているね」などのねぎらいの言葉や解決方法を一緒に
考える寄り添いが大切である。
保護者に寄り添う食支援
①保護者の食の向上に向けて
　保護者の食の問題として、朝食欠食、食に関する知識
や技術不足、食を大切にする心の欠如などがある。保護
者の栄養不足は、疲れる、イライラすることにつながりや
すいので、保護者自身の食生活に気を配る必要がある。
煮るだけ、炒めるだけ、購入するだけなど、完璧を求めず
にバランスを整える方法を具体的に伝え、栄養の大切さ、
食を楽しむ大切さを伝えたい。
②食育を通して親子関係を育む
　子どもの食事は、菓子類（菓子パンを含む）の増加、ごは
ん離れ、同じ食品ばかり、味の濃いものを好む、野菜不足な
どの現状がある。保護者の知識や技術、食環境などを丁寧
に聴き、画一的にならない支援を行う。例えば、作りたくなる
ようなレシピの提案、市販のベビーフードや総菜などを利用し
たバランスのとれた食事などを家庭に合わせて伝える。食事
の作り方の情報は、レシピだけでなく動画という方法もある。
　保護者には、子どもの食べる量や栄養素だけに目を向
けず、お腹が空く生活リズム、共食、発達に合わせた食
形態、食べ物に興味を持たせる食育など、食環境づくり
の大切さと具体例を伝えることが必要である。例えば、
一緒に食材を選ぶ、葉野菜をちぎる、とうもろこしの皮
むき、豆のさや出しなどのお手伝いから食材を見せるこ
と、触れることの大切さを伝える等がある。
③食の悩み解消から子育てを応援する
　子どもの好き嫌いや同じものばかりを欲しがる等、今回
は食べても次は食べないなど子どもの食は予測できないこ
ともあるなかで、保護者の思い通りにならないことが多く、
何がいけないのか責任を感じていることがある。これには
子どもの発達が関係していることがある。悩みの解消には、
食に関わる発達の面白さを伝え、保護者の気持ちを前向
きにさせながら、子どもとの関わりを育むことにつなげる。
フォローアップについて
　食事相談は、常に医学的・心理的なアプローチが必要
なため、多職種で面談の内容を共有する。フォローアップ
が必要な場合は、総合的な支援計画を立てて考えていく
システムが必要である。
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